
提

出

者

若

井

康

彦

平
成
十
七
年
七
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

一

〇

六

号

炭
化
炉
（
熱
分
解
装
置
）
と
焼
却
炉
、
及
び
そ
の
設
置
許
可
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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炭
化
炉
（
熱
分
解
装
置
）
と
焼
却
炉
、
及
び
そ
の
設
置
許
可
に
関
す
る
質
問
主
意
書

炭
化
炉
（
熱
分
解
装
置
）
は
、
焼
却
炉
と
は
構
造
も
法
の
規
定
も
異
な
る
。
焼
却
炉
は
燃
焼
に
必
要
な
空
気
を
供
給
し
、
炭

化
炉
は
熱
に
よ
り
分
解
す
る
構
造
で
あ
る
。
法
の
規
定
に
関
し
て
は
、
焼
却
炉
（
施
設
）
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
第
十
五
条
（
施
行
令
第
七
条
第
十
三
号
の
二
、
施
行
規
則
第
十
二
条
の
二
第
五
項
）
に
該
当
し
、
炭
化
炉
（
熱
分

解
装
置
）
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
第
三
条
第
二
号
「
ロ
」
（
施
行
規
則
第
一
条
の
七
の
二

「
熱
分
解
設
備
の
構
造
」
）
に
該
当
す
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

（
一
）

政
府
は
、
構
造
上
、
そ
し
て
法
の
規
定
も
異
な
る
炭
化
炉
（
熱
分
解
装
置
）
は
焼
却
施
設
に
該
当
し
な
い
と
認
識
し

て
い
る
か
。

（
二
）

焼
却
施
設
設
置
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
、
政
令
市
市
長
の
設
置
許
可
の
必
要
性
が
あ
る
も
の
に
該
当
す
る

が
、
炭
化
炉
（
熱
分
解
装
置
）
に
つ
い
て
は
焼
却
施
設
で
は
な
い
が
故
に
設
置
許
可
の
必
要
性
が
あ
る
も
の
に
該
当
し

な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
政
府
は
そ
れ
を
認
め
る
か
。

（
三
）

都
道
府
県
知
事
、
政
令
市
市
長
は
、
炭
化
炉
（
熱
分
解
装
置
）
に
つ
い
て
、
環
境
省
大
臣
官
房
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク

一



ル
対
策
部
長
名
の
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
等
の
施
行
に
つ
い
て

（
通
知
）
」
（
平
成
十
七
年
二
月
十
八
日
付
、
環
廃
対
発
第
�
�
�
�
�
�
�
�
�
号
、
環
廃
産
発
第
�
�
�
�
�
�

�
�
�
号
）
に
し
た
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
種
の
通
達
は
、
環
境
省
の
法
解
釈
を
示
し
た
も

の
で
あ
り
、
一
種
の
行
政
指
導
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
行
政
指
導
は
、
行
政
手
続
法
第
三
十
二
条
か
ら
三
十
四
条
に
よ

り
、
行
政
指
導
に
し
た
が
わ
な
く
て
も
不
利
益
を
受
け
な
い
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
第
三
条
第
二
号
「
ロ
」
の
規
定
に
は
、
同
通
知
第
一
・
�
・
�
・
エ
「
処
理
に
伴
っ

て
生
じ
た
不
要
な
ガ
ス
の
適
正
処
理
」
の
「
な
お
、
当
該
ガ
ス
を
当
該
設
備
で
燃
焼
さ
せ
る
場
合
」
の
規
定
は
な
い
。

そ
も
そ
も
「
当
該
ガ
ス
を
当
該
設
備
で
燃
焼
さ
せ
る
場
合
」
の
定
義
が
不
明
、
つ
ま
り
炭
化
炉
（
熱
分
解
装
置
）
の
出

口
で
の
燃
焼
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、
炭
化
ガ
ス
を
別
の
装
置
、
例
え
ば
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
、
発
電
、
そ
の
他
の
燃
料
な

ど
と
し
て
、
化
石
燃
料
の
代
替
と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
含
ま
な
い
の
か
な
ど
不

明
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

（
イ
）

「
当
該
ガ
ス
を
当
該
設
備
で
燃
焼
さ
せ
る
場
合
」
の
定
義
を
示
さ
れ
た
い
。

（
ロ
）

こ
の
よ
う
な
、
あ
く
ま
で
も
環
境
省
の
法
解
釈
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
通
知
を
も
っ
て
都
道
府
県
知
事
、
政
令
市

二



市
長
の
決
定
に
よ
り
、
炭
化
炉
（
熱
分
解
装
置
）
は
焼
却
施
設
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
炭
化
炉
（
熱
分
解
装
置
）
と
焼

却
炉
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
規
定
が
あ
る
こ
と
自
体
が
不
自
然
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を

持
っ
て
い
る
か
。

（
ハ
）

都
道
府
県
知
事
、
政
令
市
市
長
が
炭
化
炉
（
熱
分
解
装
置
）
に
つ
い
て
設
置
許
可
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
立
場
を

と
り
、
政
府
が
炭
化
炉
（
熱
分
解
装
置
）
に
つ
い
て
は
設
置
許
可
は
不
要
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
場
合
、
見
解
の
相

違
が
生
じ
る
が
、
国
民
は
ど
ち
ら
の
立
場
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


